
施策がめざす
三原市の姿

消費者トラブルや生活の心配事が解決するなど，安心して生活できている。

　１　現状・課題 修正

（１）
市民が日常生活を送るうえでの不安の内容は多様化し，日々の暮らしに関する相談は複雑かつ高度化してお
り，法律的・専門的な相談に対する市民ニーズは高まっています。

施策番号【36】『みはら元気創造プラン』施策概要

施策名 消費者・生活者の安心の確保 担当課 生活環境課・商工振興課 連絡先 -

（４）

（５）

（２）
なりすまし，架空請求，還付金等の振り込め詐欺が増加傾向にあり，国民生活センター・経済産業省や県等の
関係機関と連携し，迅速で的確な情報提供や，消費生活能力を高めるための啓発活動等の充実が必要です。

（３）

（３）
消費者への迅速で的確な情報提供や，消費生活能力の向上を図るために，国民生活センター・経済産業省や県
等の関係機関との連携を強化します。

（４）

　２　基本方針 修正

（１）無料法律相談の開催により，法律的・専門的な問題を解決できる環境を整えます。

（２）電子商取引やさまざまな詐欺に対する情報提供，出前講座等による啓発を推進します。

指標名 初期値 現状値
目標値

（H31年度）
予算事業名（予算額上位15件）

H29当初予算
（千円）

（５）

　３　達成度を測る指標 4　予算事業の状況

7,873
感染症対策事業費 1,764
公衆衛生対策事業費 1,021
行政相談・法律相談事務費 523

（１）

市民生活に関する相談のうち，解決
又は関係機関に引き継いだ割合

95％
（H25年度）

100％
（H27年度）

上昇

消費生活センター運営事業費

（２）

消費生活相談に対する解決策の提示
割合

97.4%
（H25年度）

97.7
（H27年度）

維持

（３）

施策合計（百万円） 11.2

　5　最近の動向　など
＜消費生活センターの役割と課題＞
　～名古屋経済大学　田口 義明教授のレポートより～
　地方消費者行政のなかで特に消費生活センターの役割に着目すると,現在,次の３つの課題があると考えられます。
⑴ 都道府県と市町村の役割分担
　旧消費者保護基本法では,消費者苦情の処理は,第一次的には,消費者に最も身近な市町村（特別区を含む）の役割とされ,
都道府県は苦情処理が適切・迅速に処理されるよう「必要な施策」を講ずるという間接的な役割にとどまっていましたが，
改正後の消費者基本法では,苦情処理は都道府県も含めた「地方公共団体」の役割とするとともに,都道府県は,主として専
門的・広域的なものの処理に当たりつつ,多様な苦情に柔軟かつ弾力的に対応するものとされ，現在,全国の消費生活相談の
約３分の１は都道府県の消費生活センターが受けています。
　一方，市区町村のなかには相談員が配置されていないところもあり，どこに住んでいても質の高い相談が受けられるよ
う,市区町村の相談体制を充実するとともに,都道府県も相談業務を適切に実施する必要があります。さらには市区町村の相
談処理等に当たって都道府県が助言や共同処理等の援助を行っていくことも重要な課題といえます。
　なお,消費者トラブルを適切に解決し被害を防止するには,当該市区町村内の福祉,教育,税務など他部署との「庁内連携」
や複数の市町村による「広域連携」も重要になります。
⑵ 相談業務の質的向上
　全国の消費生活センター等に寄せられる相談は年間約95万件（2012年度）に達しますが,その多くは自主交渉に向けた助
言等の対応で,消費者と事業者の間に立ってあっせんまで行っているものは7.5％に過ぎません。インターネットトラブル,
金融トラブル,悪質な勧誘事案など複雑・多様な相談が増加するなかで,あっせん解決の重要性が高まっています。
　また,消費生活センター業務の民間団体への委託に関しても議論があります。センター業務の効率的実施,専門性を有する
民間団体のノウハウ活用等の観点から,センター業務を民間団体に委託する動きがみられます。他方,相談処理の公正性確
保,相談者の秘密保持等の観点から批判的意見も出されており,そのあり方が問われています。
⑶ 相談員の資質・能力の向上
　相談の現場で解決に当たる相談員は消費者のあらゆる相談に対応する必要があり,まさに専門職です。現在,相談員に関す
る資格としては,国民生活センターが付与する「消費生活専門相談員」,一般財団法人日本産業協会が付与する「消費生活ア
ドバイザー」および一般財団法人日本消費者協会が付与する「消費生活コンサルタント｣の３資格がありますが,2013年４月
現在,都道府県･市区町村に勤務する相談員のうち,これら資格の未保有者が約４分の１を占めています。また資格保有者の
多くが都市部に集中しており,地域的な偏在もみられます。相談内容の多様化・複雑化が進むなかで,相談員の資質向上を図
るための方策が求められています。
　相談員の資質向上を図るうえでは,相談員の処遇を改善することも必要です。相談員は,広範かつ専門的な知識にとどまら
ず,相談者・事業者とのコミュニケーション能力や交渉力が求められます。しかし,現在,大部分の相談員は,非常勤職員とい
う不安定な雇用形態の下にあり,相談員の職務と処遇との間にミスマッチがあります。

（５）

（４）
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Q１ この仕事は，誰のために，何をするのですか？ 

Q２ この仕事に，私たちの税金がどのように使われていますか？ 

Q３ この仕事が行われることによるメリットは？ 

Q４ この仕事はいつから始まり，また，見直しなどを行いましたか？ 

消費者の安心・安全を確保するため，消費者が抱える多様な問題等に

対応できるよう，消費生活相談員を配置し，相談体制の充実を図ってい

ます。 

また，講演会や出前講座を実施し，市民の消費生活問題に関する知

識・理解度を高めていくことで，消費者被害の未然防止に努めていま

す。 

平成 28年度決算見込み：6,873千円 

《主な事業費内訳》 

消費生活相談員（3名）への報酬：5,205千円 

費用弁償：596千円（交通費，研修会等旅費） 

印刷製本費：295千円（啓発用パンフレット） 

弁護士業務委託料：310千円  など 

消費生活を送る上で不安を抱える市民の，個々の相談内容に対して，

関係機関と連携しながら，解決に導いたり，解決の手法を提示するなど

して，消費者の安心・安全を確保しています。 

また，講演会や出前講座を通じて，市民一人ひとりの消費生活問題に

関する意識を高めていくことで，消費者被害の未然防止に寄与していま

す。 

平成 17年３月の1市3町による合併以降，市役所本庁舎5階に消

費生活センターを設置し，全市域に対応するため，旧本郷・久井・大和

地区への出張相談も実施しています。 

また，平成28年度に消費生活相談員の資格が国家資格に移行されて

おり，資格取得等のスキルアップを目的とした研修派遣等を実施してい

ます。 

事業名：消費生活センター運営事業 

ワ ン ポ イ ン ト 解 説 
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（ ）

事業シート（概要説明書）

予算事業名 消費生活センター運営事業 事業開始年度 17

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 本林　一磨

実施の背景
消費者の安心・安全の確保の観点から，消費者が抱える多様な問題等に対応できる環境整備が
必要である。

上位施策事業名 ５－２－３　消費者・生活者の安心の確保 担当局・部名 経済部

根拠法令等 消費者安全法・三原市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例 担当課･係名 商工振興課

実施方法

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容

・消費生活センターの設置（本庁舎5Fに単独で設置）
・消費生活相談員による相談事業（相談員常時2名体制を確保）月～金　9:00～16:00
・消費者月間記念講演会の実施（毎年5月）
《H29年度》講師：笑福亭　松枝，講演内容：「悪は進化します！負けるな善良市民！」
・消費者啓発事業の実施（施設，自治会，高等学校等での啓発講座の実施等）
・消費生活出張相談（随時，相談員を派遣）
・消費生活相談員の人材確保（資格取得等，スキルアップを目的とした研修派遣等）

目　的
（何のために）

消費者への普及啓発及び，相談体制の充実を図ることにより，市民の消費生活の安定及び
向上を促進する。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

消費生活を送る上で不安を抱える市民
対象者数（全住民に対する割合）

人 ％

関連事業
（同一目的事業等）

無料法律相談等

コ
ス
ト

29年度（予算） 28年度（決算見込み） 27年度（決算） 26年度（決算）

事
業
費

事業費合計 5,698 千円

事業費内訳
（平成28年度分）

消費生活相談員報酬：5,205千円
費用弁償：596千円（交通費，研修会等旅費），普通旅費：19千円（職員研修会等旅費）
消耗品費：138千円（啓発グッズ等），印刷製本費：295千円（啓発用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等）
舞台機器操作委託料：26千円（講演会会場設置）
講師派遣委託料：254千円，弁護士業務委託料：310千円
研修会等出席負担金：32千円

人
件
費

担当正職員 0.25 人 1,500 千円

7,873 千円 6,873 千円 6,765 千円

1,500 千円 0.25 人 1,500 千円0.25 人 1,500 千円 0.25 人

千円 人 千円

人件費合計 0.25 人 1,500 千円

人 千円 人臨時職員等 人 千円

1,500 千円 0.25 人 1,500 千円0.25 人 1,500 千円 0.25 人

千円 7,198 千円

財源

内訳

国県支出金
3,657 千円 3,008 千円 2,927

総事業費 9,373 千円 8,373 千円 8,265

千円 2,629 千円

0 県支出金（広島県消費者行政活性化事業補助金）

地方債 0 千円 0 千円 0 千円 千円

その他特財
0 千円 0 千円 0 千円 千円

その他特財の内容

一般財源 5,716 千円 5,365 千円 5,338 千円 4,569 千円

財源合計 9,373 千円 8,373 千円 8,265 千円 7,198 千円

事業番号⑦ 平成29年度

ここから成果指標を導きます。

- 3 -



事業シート（概要説明書）

予算事業名 消費生活センター運営事業 事業開始年度 17

事業番号⑦ 平成29年度

2

出前講座の実施件数 件 8 18 9

記念講演会の参加人数 人

Ｈ26年度

相談件数に対する解決策の提示割合 ％ 99.1 97.7 97.5

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ28年度 Ｈ27年度 Ｈ26年度

相談件数 件 539 556 608

巡回相談の実施件数 件 2 2

単位当たりコスト ／

230 400 300

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

・事業成果は増加しており，一定の成果は上がっているものと考える。
・相談員の資格が国家資格に移行されており，資格取得も含め相談員の育成等を目的とした研修等
の受講を通じて，センターの充実及び有効性の確保を図る。
・啓発活動を通じ，市民一人ひとりの消費生活問題に関する意識を高めていく。

比較参考値
（他自治体での類
似事業の例など）

○近隣市における相談件数及び解決策の提示割合
　　　　　　　　　　　  　《相談件数》単位：件　　　　　  　《提示割合》単位：％
　　　　　　     　　　　　【H28】　　【H27】　　【H26】　 　【H28】　 【H27】　 【H26】
尾道市 　（140,381人）  　　　876　　　　872　　　1,003　　　　98.7　　　99.5　　　99.5
竹原市 　 （26,548人）    　　120　　　　131　　　　152　　　　99.1　　　98.4　　　98.4
東広島市 （185,147人）    　1,133　　　1,209　　　1,365　　　　97.8　　　98.6　　　98.4
広島県 （2,834,420人）    　5,529　　　5,891　　　6,145　　　　98.5　　　98.1　　　98.5
※(　)はH29.3.31現在の人口
　参考：三原市の人口：96,360人（H29.3.31現在）

○三原市無料法律相談実施状況
　　　　　　　　【H28】 　【H27】 　【H26】
　実施件数（件）　　15　　　　15　　　　15
　相談件数（件）　 116 　　　117　　   121
　※H28年度の相談内容の内訳として多いものは，相続・遺言・後見人（24件），不動産・家賃
（15件），サラ金・自己破産・借金（10件），離婚・慰謝料・養育（10件）となっている。

特記事項 ・出前講座　要請団体：8団体（三原市社会福祉協議会外7団体）

講演会における聴講者の理解度（ｱﾝｹｰﾄ） ％ 77.6 - -

/ / /

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

【成果目標】
　①相談件数に対する解決策の提示割合
　②講演会における内容の理解度（ｱﾝｹｰﾄ）
【設定理由等】
　①消費者の安心・安全の確保の観点から，個々の相談内容に対し，関係機関との連携も
図りながら解決に導く手法の提示が必要である。
　②消費者被害を未然に防止するためにも，市民の消費生活問題に関する知識・理解度を
高めていくことが必要である。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ28年度 Ｈ27年度

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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三原市経済部商工振興課 

 

三原市消費生活センター運営事業（説明資料） 

 

1. 相談件数，相談方法及び相談者の性別・年齢別・職業別内訳 

区 分 
Ｈ２８年度 構成比 Ｈ２７年度 構成比 Ｈ２６年度 構成比 

相談件数 （総数） 相談件数 （総数） 相談件数 （総数） 

合   計 539 100.0% 556 100.0% 610 100.0% 

相
談
方
法 

来訪 160 29.7% 171 30.8% 169 27.7% 

電話 379 70.3% 385 69.2% 441 72.3% 

文書 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

その他・不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

性
別 

男性 260 48.2% 226 40.6% 259 42.5% 

女性 255 47.3% 316 56.8% 273 44.8% 

不明 24 4.5% 14 2.5% 78 12.8% 

年
齢
別 

２０歳未満 5 0.9% 2 0.4% 13 2.1% 

２０歳代 26 4.8% 9 1.6% 17 2.8% 

３０歳代 35 6.5% 37 6.7% 28 4.6% 

４０歳代 39 7.2% 42 7.6% 37 6.1% 

５０歳代 36 6.7% 58 10.4% 45 7.4% 

６０歳代 65 12.1% 49 8.8% 60 9.8% 

７０歳以上 124 23.0% 107 19.2% 119 19.5% 

不明 185 38.8% 252 45.3% 213 47.7% 

職
業
別 

給与生活者 115 21.3% 102 18.3% 118 19.3% 

自営・自由業 27 5.0% 29 5.2% 19 3.1% 

家事従事者 57 10.6% 105 18.9% 145 23.8% 

学生 10 1.9% 3 0.5% 18 3.0% 

無職 123 22.8% 90 16.2% 128 21.0% 

団体 13 2.4% 8 1.4% 7 1.1% 

その他・不明 194 36.0% 219 39.5% 175 28.7% 

 

○消費生活相談事業 

 場 所  市役所 5階 消費生活センター 

      ※巡回相談は予約制で，毎月第 2，3，4 金曜日（14 時～16 時）に各支所で受け付けます。 

 開設日  月曜日～金曜日（祝祭日及び年末年始を除く。午前 9時～午後 12 時，午後 1時～午後 4時） 

 

 

 

資料１ 
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2. 販売購入形態別苦情相談件数（不当請求・架空請求含む） 

販売購入形態 
平成２８年度 平成２７年度 平成２６年度 

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 

総   数 539 100.0% 556 100.0% 610 100.0% 

 店舗購入 93 17.3% 144 25.9% 159 26.1% 

 特殊販売 234 43.4% 280 50.4% 299 49.0% 

   訪問販売 35 6.5% 46 8.3% 66 10.8% 

   電話勧誘販売 48 8.9% 36 6.5% 77 12.6% 

   通信販売 124 23.0% 164 29.5% 143 23.4% 

   マルチ・マルチまがい 8 1.5% 12 2.2% 4 0.7% 

   ネガティブオプション 7 1.3% 4 0.7% 1 0.2% 

   訪問購入 11 2.0% 13 2.3% 8 1.3% 

   その他無店舗 1 0.2% 5 0.9% 0 0.0% 

 不明・無関係 212 39.3% 132 23.7% 152 24.9% 

 

3. 相談内容別件数 

平成 28 年度 平成 27 年度 平成 26 年度 

順位 内容 件数 順位 内容 件数 順位 内容 件数 

① ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ通販 110 ① ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ通販 115 ① ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ通販 107 

② 解約＠ 103 ② 解約＠ 88 ② 電話勧誘 78 

③ 詐欺 95 ③ 詐欺 79 ③ 解約＠ 60 

④ 高価格・料金 48 ④ ポルノ・風俗 49 ④ 家庭訪問 59 

⑤ 電話勧誘 48 ⑤ ﾜﾝｸﾘｯｸ請求 47 ⑤ 詐欺 56 

⑥ 返金 48 ⑥ 電話勧誘 45 ⑥ 架空請求 43 

⑦ 架空請求 47 ⑦ 信用性 42 ⑦ ﾜﾝｸﾘｯｸ請求 40 

⑧ ポルノ・風俗 39 ⑧ 返金 39 ⑧ 高価格・料金 38 

⑨ ﾜﾝｸﾘｯｸ請求 28 ⑨ 多重債務 39 ⑨ ｸｰﾘﾝｸﾞｵﾌ＠ 37 

⑩ 信用性 26 ⑩ 架空請求 36 ⑩ ポルノ・風俗 32 

 

4. 巡回相談件数 

区分 平成 28 年度 平成 27 年度 平成 26 年度 

合   計 2 2 2 

会場 

本郷支所 1 1 1 

久井支所 0 0 1 

大和支所 1 1 0 
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5. 消費者月間記念講演会 

区分 平成 28 年度 平成 27 年度 平成 26 年度 

講師 
ユーモアコンサルタント 

矢野 宗宏 

落語家 

桂 春蝶 

生活経済ジャーナリスト 

いちのせ かつみ 

講演 

テーマ 

私はダマされない！ 

～金融犯罪を防ぎ笑って暮らそう～ 

爆笑！ 

落語で学ぶ消費生活 

爆笑！おもろい人生のススメ！ 

～転ばぬ先のお金学～ 

参加人

数 
230 人 400 人 300 人 

※平成 28年度講演会における聴講者の理解度（アンケート調査結果） 回答者 183 人 

   ①よく理解できた：142 人（77.6％） 

②まあまあ理解できた：30 人 

   ③難しくてよく分からなかった：0人 

   ④無回答：11 人 

 

6. 相談件数に対する解決策の提示割合 

区分 相談件数 処理不能 斡旋不調 解決件数 解決策提示割合 

平成 25 年度 614 7 9 598 97.4% 

平成 26 年度 610 6 9 595 97.5% 

平成 27 年度 556 9 4 543 97.7% 

平成 28 年度 539 3 2 534 99.1% 

※解決策提示割合とは，相談件数に対する解決件数の割合 

 

7. 弁護士アドバイザー制度利用状況 

区分 利用回数 委託先 相談内容 

H26 5 
広島弁護士会 会長 舩木 孝和 

（担当）尾道総合法律事務所/松島功治法律事務所 

多重債務      １件 

時効の援用    １件 

売買契約の解除  ２件 

商品の支払義務  １件 

H27 7 
広島弁護士会 会長 木村 豊 

（担当）尾道総合法律事務所/びんご法律事務所 

債務の支払義務  ３件 

時効の援用    ３件 

相続放棄      １件 

H28 9 
広島弁護士会 会長 為末 和政 

（担当）大名法律事務所/三原みなと法律事務所 

損害賠償請求    ２件 

売買契約の解除  ４件 

契約の取消    １件 

債務の支払義務  ２件 
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【参考：他市との比較】 

8. 近隣市の相談件数 

区分 三原市 尾道市 竹原市 東広島市 

平成 26 年度 610 1003 152 1365 

平成 27 年度 556 872 131 1209 

平成 28 年度 539 876 120 1133 

 

9. 相談内容の多い件数（キーワード上位３項目） 

区分 順位 三原市 件数 尾道市 件数 竹原市 件数 東広島市 件数 

H26 

1 ネット通販 107 解約 198 解約 37 高額な商品 390 

2 電話勧誘 78 電話勧誘 171 高額な商品 29 解約 375 

3 解約 60 高額な商品 129 電話勧誘 28 
プライバシ

ー 
321 

H27 

1 ネット通販 115 電話勧誘 146 解約 25 解約 388 

2 解約 88 解約 146 ネット通販 23 高額な商品 340 

3 詐欺 79 ネット通販 126 高額な商品 22 
プライバシ

ー 
317 

H28 

1 ネット通販 110 ネット通販 217 ネット通販 25 解約 365 

2 解約 103 解約 148 解約 22 
プライバシ

ー 
326 

3 詐欺 95 電話勧誘 145 電子広告 16 ネット通販 285 

 

10. 消費生活センターへの来訪件数 

区分 三原市 構成比 尾道市 構成比 竹原市 構成比 東広島市 構成比 

平成 26 年度 169 27.7% 196 19.54% 52 34.21% 289 21.17% 

平成 27 年度 171 30.8% 181 20.76% 53 40.46% 238 19.69% 

平成 28 年度 160 29.7% 137 15.64% 52 43.33% 208 18.36% 

構成比平均 29.4% 18.6% 39.3% 19.7% 

 

11. 消費生活相談員の報酬 

区分  三原市 尾道市 竹原市 東広島市 

基本給 
H28 日給 9,180 円 

H29 日給 9,250 円 

月額 150,000 円 

有資格者は月額 189,000 円 
月額 183,000 円 月額 180,000 円 

相談員数 3 人 ２人 １人 ３人 
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No．ﾒﾆｭｰNo. 講座名 要請団体 会場 会場の町名 開催日 参加人数

1 65 うまい話にご用心！ いきいきサロン頼兼 頼兼集会所 頼兼二丁目 Ｈ26.4.23 30

2 65 うまい話にご用心！ なごみ会 宗郷西町内会　第３公園内公民館 宗郷三丁目 Ｈ26.6.26 30

3 65 うまい話にご用心！ 障害者生活支援センター　ドリームキャッチャー サン・シープラザ　多目的活動室 城町一丁目 Ｈ26.8.21 10

4 65 うまい話にご用心！ ひなたぼっこの家 サン・シープラザ　４階　第２研修室 城町一丁目 Ｈ26.10.21 20

5 65 うまい話にご用心！ むつみ会 大西公民館 西野三丁目 Ｈ26.12.10 25

6 65 うまい話にご用心！ 梅林「四ツ葉会」・「もみじ会」 梅林公民館 西野一丁目 Ｈ27.1.14 35

7 65 うまい話にご用心！ 法常寺「ひまわり会」 法常寺町内集会所 西宮一丁目 Ｈ27.1.17 30

8 65 うまい話にご用心！ よつば会小西口 小西口公民館 西野四丁目 Ｈ27.1.25 10

9 65 うまい話にご用心！ 小梅会 小西集会所 西野四丁目 Ｈ27.1.26 15

合計 205

No．ﾒﾆｭｰNo. 講座名 要請団体 会場 会場の町名 開催日 参加人数

1 64 うまい話にご用心！ ハッピーサロン 新明神公民館 明神三丁目 Ｈ27.5.8 15

2 64 うまい話にご用心！ わくわく会 サンシープラザ 城町一丁目 Ｈ27.5.14 18

3 64 うまい話にご用心！ 新生部 宮沖公民館 宮沖二丁目 Ｈ27.5.20 25

4 64 うまい話にご用心！ 和田体操クラブ 和田公民館 和田一丁目 Ｈ27.5.21 20

5 64 うまい話にご用心！ 元気サロン蟇沼 蟇沼集会所 本郷町南方 Ｈ27.6.20 20

6 64 うまい話にご用心！ シルバー人材センター同好会ひまわり シルバー人材センター 宮沖五丁目 Ｈ27.7.8 15

7 64 うまい話にご用心！ 川西ニコニコクラブ 川西集会所 西町二丁目 Ｈ27.7.9 30

8 64 うまい話にご用心！ 野串なかよしサロン 野串集会所 八幡町野串 Ｈ27.8.22 14

9 64 うまい話にご用心！ 南方地区社会福祉協議会 南方コミセン 本郷町南方 Ｈ27.8.29 30

10 64 うまい話にご用心！ 貝野若がえりサロン 貝野町公民館 貝野町 Ｈ27.9.8 20

11 64 うまい話にご用心！ いきいきサロン七宝 七宝公民館 沼田東町七宝 Ｈ27.9.16 15

12 64 うまい話にご用心！ 駅西ふれあいサロン 糸崎駅西公民館 糸崎四丁目 Ｈ27.9.17 40

13 64 うまい話にご用心！ 小浦いきいきサロン 小浦公民館 西宮二丁目 Ｈ27.9.18 20

14 64 うまい話にご用心！ いきいきサロンから川 から川公民館 中之町五丁目 Ｈ27.10.20 25

15 64 うまい話にご用心！ いきいきサロン頼兼 頼兼集会所 頼兼一丁目 Ｈ27.10.28 30

16 64 うまい話にご用心！ 大西むつみ会 大西公民館 西野二丁目 Ｈ27.11.11 20

17 64 うまい話にご用心！ 東町五丁目シニア部 東町五丁目会館 東町三丁目 Ｈ27.11.29 20

18 64 うまい話にご用心！ 神田女性会 大和人権文化センター 大和町上徳良 Ｈ28.3.19 24

合計 401

No．ﾒﾆｭｰNo. 講座名 要請団体 会場 会場の町名 開催日 参加人数

1 65 うまい話にご用心！ 新生部 宮沖公民館 宮沖二丁目 H28.5.11 25

2 65 うまい話にご用心！ 田野浦清風サロン 田野浦公民館 田野浦二丁目 H28.5.26 20

3 65 うまい話にご用心！ いきいきサロン七宝 七宝公民館 沼田東町七宝 H28.6.14 15

4 65 うまい話にご用心！ はつらつサロン 幸崎本町公民館 幸崎能地三丁目 H28.8.9 25

5 65 うまい話にご用心！ 三原市社会福祉協議会 大和福祉保健センター 大和町和木 H28.8.31 30

6 65 うまい話にご用心！ 宮沖友好会 宮沖市営住宅集会所 宮沖三丁目 H28.10.22 30

7 65 うまい話にご用心！ 第三さくら会 第三田野浦団地集会所 田野浦一丁目 H28.12.7 15

8 65 うまい話にご用心！ ＮＰＯ法人ＰｉａｎｏＰｉａｎｏ PianoPiano多目的スペース 宮浦三丁目 H29.3.23 15

合計 175

【H26年度】

【H27年度】

【H28年度】

生涯学習まちづくり出前講座（消費生活関連）　実施報告書

資料２
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